
４
月
３
日
（
日
）
、
第
７
期
建
交
労

東
京
学
校
第
１
回
「
労
働
組
合
の
基
礎

労
働
組
合
と
は
何
か
、
労
働
者
の
権
利
」

を
、
前
回
の
資
本
論
学
習
に
引
き
続
き
、

東
京
学
習
協
常
任
理
事
江
口
健
志
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
行
い
ま
し
た
。

今
期
は
、
関
東
近
辺
の
県
本
部
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
栃
木
、
神
奈
川
、

埼
玉
県
本
部
の
仲
間
を
含
め
、
３
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
内
容
は
、
資
本
主
義
の
基
本
的

仕
組
み
、
労
働
者
・
資
本
家
の
定
義
、

労
働
組
合
の
役
割
・
成
り
立
ち
・
歴
史

を
テ
ー
マ
に
、
解
り
や
す
く
解
説
頂
き

ま
し
た
。
「
資
本
主
義
の
下
で
は
、
資

本
家
に
よ
り
利
潤
第
一
主
義
に
も
と
づ

く
労
働
者
間
競
争
が
煽
ら
れ
、
労
働
者

の
賃
金
は
際
限
な
く
下
方
に
切
り
下
げ

ら
れ
る
。
そ
の
為
、
労
働
組
合
の
第
一

の
役
割
は
競
争
制
限
、
賃
金
・
労
働
条

件
に
関
わ
る
共
通
ル
ー
ル
を
形
成
す
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
。
共
済
制
度
の
成
り

立
ち
は
、
１
９
世
紀
、
国
家
に
よ
る
社

会
保
障
が
存
在
し
な
い
中
、
労
働
組
合

の
組
合
員
が
、
賃
金
か
ら
拠
出
し
て
基

金
を
つ
く
り
、

相
互
扶
助
精
神

に
よ
り
病
気
や

災
害
、
老
齢
、

死
亡
、
失
業
に

備
え
た
こ
と
に

始
ま
っ
た
こ
と
。

失
業
手
当
の

制
度
は
、
職
を

失
い
安
い
賃
金

で
も
働
き
た
い

と
思
う
失
業
者

に
対
し
共
通
ル
ー

ル
の
下
で
、
良

い
職
が
み
つ
か

る
ま
で
生
活
を

保
障
す
る
と
い

う
労
働
組
合
の

運
動
か
ら
誕
生

し
た
こ
と
。
そ
し
て
労
働
組
合
運
動
の

発
展
の
中
で
、
国
家
に
お
い
て
労
働
政

策
・
社
会
保
障
政
策
・
社
会
政
策
が
位

置
付
け
ら
れ
、
失
業
保
険
、
健
康
保
険
、

老
齢
年
金
な
ど
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
な
ど
が
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
回
講
義
は
５
月
１
５
日(

日)

１

４
時
～
「
職
場
闘
争
、
産
別
闘
争
、
政

策
制
度
闘
争
」
と
題
し
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

に
て
リ
モ
ー
ト
併
用
で
行
い
ま
す
。
新

入
組
合
員
の
方
、
新
し
く
執
行
部
に
な

ら
れ
た
方
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
！

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

昨
年
１
２
月
１
７
日
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
の
新
書
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
副
編
集

長
の
依
田
氏
よ
り
、
日

本
に
お
け
る
「
高
齢
者

就
労
の
実
態
と
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
書
籍

の
出
版
に
伴
い
、
高
齢

者
事
業
団
に
対
し
取
材

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
事
業
団
の
実

態
と
目
指
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
希
望
と
の
事
で
、

１
月
に
３
回
ほ
ど
の
取

材
を
受
け
、
高
齢
者
事

業
団
の
現
状
と
歴
史
、

目
指
す
も
の
に
つ
い
て
「
事
業
団
・
高

齢
者
運
動
５
０
年
の
歩
み
」
を
手
渡
し

説
明
し
ま
し
た
。
高
齢
者
が
働
か
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
実
態
に
つ
い
て
、

建
交
労
の
２
２
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
示
し
、
実
態
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
公
園
で
実
際
に
働
い
て
い
る
様
子

の
見
学
、
働
か
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な

い
人
に
対
す
る
取
材
も
行
い
ま
し
た
。

出
版
予
定
の
編
集
内
容
は
、
第
１
章

団
塊
世
代
の
今
、
退
職
後
彼
ら
は
ど
う

生
き
て
き
た
か
？
、
第
２
章
シ
ニ
ア
ワ
ー

カ
ー
の
リ
ア
ル
、
第
３
章
こ
の
年
に
な
っ

て
働
く
の
は
日
本
だ
け
、
第
４
章
ど
の

よ
う
に
何
歳
ま
で
働
け
ば
幸
せ
な
の
か
？
、

５
章
コ
モ
ン
ズ
が
成
長
す
る
社
会
へ
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
筆
は
藤
田
孝
典

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
理
事
、
反
貧

困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉
代
表
）
２
０
２

２
年
中
に
出
版
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
２
０
２
１
年
度
に
お
け
る
、
東

京
の
３
つ
事
業
団
、
（
東
京
高
齢
者
事

業
団
、
北
斗
企
業
組
合
、
企
業
組
合
城

南
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
仕
事
の
状
況

は
都
立
公
園
２
ヵ
所
、
２
３
区
内
１
２

区
、
三
多
摩
５
市
で
年
間
総
売
り
上
げ

約
４
億
７
０
０
０
万
円
、
内
高
齢
者
事

業
団
３
７
０
０
０
万
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
仕
事
内
容
は
公
園
清
掃
、
除
草
、

ト
イ
レ
清
掃
・
道
路
清
掃
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
４
区
と
三
多
摩
５

市
は
い
ず
れ
も
随
意
契
約
と
な
っ
て
お

り
、
入
札
の
心
配
は
な
く
仕
事
は
受
注

出
来
ま
す
が
、
残
り
東
京
都
公
園
協
会

２
ヵ
所
、
２
３
区
の
内
８
区
は
入
札
と

な
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
来

年
度
今
ま
で
ど
う
り
働
け
る
よ
う
に
な

る
の
か
心
配
に
な
り
ま
す
。
２
月
初
め

に
日
比
谷
公
園
の
入
札
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
結
果
は
落
札
で
き
ず
、
昨
年
実

績
の
約
３
０
％
ダ
ウ
ン
し
た
業
者
が
落

札
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
例
年
に
な
く
東

京
都
公
園
協
会
が
指
名
業
者
を
増
や
し

２
０
数
社
呼
ん
だ
こ
と
、
そ
の
こ
と
が

競
争
を
激
化
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
８
区
は
順
当
に
落
札
し
、
昨

年
同
様
の
仕
事
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
比
谷
で
働
い
て
い
た
人
１

０
名
に
つ
い
て
は
新
た
に
獲
得
し
た
戸

山
公
園
の
清
掃
等
、
そ
の
他
４
事
業
所

に
分
散
し
て
働
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
【
東
京
事
業
団
高
齢
者
部
会

部
会
長

赤
羽
目

寛
】
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第
７
期

建
交
労
東
京
学
校

第
１
回
講
座

リ
モ
ー
ト
開
催
！



２
月
２
４
日
（
木
）

に
ロ
シ
ア
政
府
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
事

を
受
け
、
武
蔵
野
三
鷹

地
区
労
働
組
合
協
議
会

（
武
三
地
区
労
）
は
４

月
３
日
（
日
）
に
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！

４
．
３
吉
祥
寺
デ
モ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
の
中
、

吉
祥
寺
南
公
園
に
７
５

名
が
結
集
し
、
建
交
労

東
京
か
ら
三
多
摩
支
部

三
鷹
分
会
の
高
齢
者
の

仲
間
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
主
催
者
は
「
平

和
的
に
生
存
す
る
権
利
は
、
人
に
と
っ

て
最
も
基
本
的
な
権
利
だ
。
民
家
や

病
院
、
原
発
ま
で
も
攻
撃
し
、
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
民
間
人
の

命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
政
府

に
よ
る
暴
挙
に
抗
議
し
、
ロ
シ
ア
軍

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
・
無
条

件
・
全
面
撤
退
を
求
め
る
。
ロ
シ
ア

の
暴
挙
を
許
す
な
！
撤
退
せ
よ
！
」

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。
午
後
２
時
か

ら
の
集
会
の
後
、
デ
モ
に
出
発
し
約

４
０
分
間
、
ロ
シ
ア
政
府
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
即
時
撤
退
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
全
労
連
は
４
月
１
日(

金
）

新
宿
で
同
主
旨
の
デ
モ
を
開
催
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｗ
Ａ
Ｒ
」
な
ど
の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
１
２
０
人
が
参
加

し
、
生
協
労
連
や
全
商
連
、
全
日
本

民
医
連
な
ど
幅
広
い
団
体
が
、
核
兵

器
の
廃
絶
や
、
戦
争
が
結
集
す
る
ま

で
声
を
あ
げ
続
け
よ
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
【
三
多
摩
支
部

三
鷹
分
会
顧
問

伊
藤

武
夫
】

建
交
労
の
三
多
摩
支
部
や
バ
ス
関

連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
が
結
集
す

る
三
多
摩
労
連
・
三
多
摩
春
闘
共
闘

は
、
東
京
地
評
・
東
京
春
闘
共
闘
と

共
同
で
、
２
２
春
闘
勝
利
を
目
指
す

宣
伝
行
動
に
取
組
み
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

立
川
駅
前
に
、
地
域
や
単
産
の
仲
間

約
３
０
名
が
結
集
し
、
時
給
１
５
０

０
円
を
目
指
そ
う
！
職
場
で
悩
み
が

あ
る
方
は
労
働
組
合
へ
相
談
を
！
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
建
交
労
か
ら
は

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
佐
々

木
委
員
長
が
参
加
し
、
宣
伝
ビ
ラ
が

同
封
さ
れ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

ま
し
た
。
【
都
本
部

笹
原

和
樹
】

２０２２年 ４月１１日 (毎月１回刊／第２月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０６２号

４
月
１
日
（
金
）
、
建
交

労
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
統
一

宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

建
交
労
の
各
県
の
ト
ラ
ッ

ク
部
会
が
結
集
し
、
新
潟
・

埼
玉
・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛

知
・
兵
庫
県
等
で
も
同
日
行

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
東

京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、
東
京

モ
ノ
レ
ー
ル
流
通
セ
ン
タ
ー

駅
前
と
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
港
南
口

に
て
開
催
。
８
名
の
組
合
員

が
結
集
し
、
長
時
間
労
働
・

低
賃
金
な
ど
の
労
働
者
の
実

態
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
の

現
状
、
適
正
な
運
賃
の
収
受

で
待
遇
改
善
を
実
現
し
よ
う

と
、
業
界
の
改
善
を
訴
え
ま

し
た
。
全
国
部
会
が
作
成
し

た
チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

や
ア
ル
コ
ー
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
宣
伝
物
約
８
０
０
部

を
配
布
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
【
都
本
部
書
記
長

遠
藤

晃
】

今
年
３
月
、
ス
ペ
イ
ン
で

燃
料
費
高
騰
に
よ
り
事
業
が

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
と
し

て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
ド

イ
ツ
で
は
、
空
港
の
警
備
員

な
ど
が
賃
上
げ
を
求
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
便
の
一

部
が
欠
航
し
た
。
カ
ナ
ダ
で

は
鉄
道
最
大
手
の
１
つ
「
カ

ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
」
で
労
使

交
渉
が
決
裂
し
３
月
２
０
日
、

２
１
日
の
２
日
間
、
事
実
上

の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界

の
物
流
は
大
き
な
影
響
を
受

け
て
お
り
、
例
え
ば
空
の
便

で
は
、
減
便
の
影
響
で
貨
物

ス
ペ
ー
ス
が
減
る
、
海
運
で

は
船
や
コ
ン
テ
ナ
の
空
き
が

無
い
な
ど
の
事
態
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
欧
米
で
は

深
刻
化
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
加
え
、

ロ
シ
ア
政
府
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
拍
車
を
か
け
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
年
間
１
０
万
人
が
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
と
し
て
出
稼
ぎ
に

来
て
い
た
が
、
そ
の
担
い
手

を
ロ
シ
ア
が
奪
っ
た
。
物
流

の
世
界
的
情
勢
の
変
化
は
、

日
本
で
は
マ
ッ
ク
や
モ
ス
が

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
販
売
を

一
部
止
め
た
他
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
定
番
の
グ
ッ

ズ
の
在
庫
不
足
の
発
生
、
住

宅
資
材
費
の
高
騰
、
あ
ら
ゆ

る
商
品
が
店
頭
に
並
ば
な
い

な
ど
、
今
後
も
私
達
の
生
活

に
直
接
影
響
が
出
る
可
能
性

が
大
き
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
で
６
年
に
一
度
行

わ
れ
る
契
約
更
新
の
期
限
が

今
年
の
７
月
に
迫
り
、
２
９

港
が
加
盟
す
る
労
働
組
合
と

経
営
者
団
体
の
労
使
交
渉
が

ス
タ
ー
ト
し
た
事
も
、
今
後
、

業
界
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
と
し
て
世
界
が
注
視
し
て

い
る
。
世
界
中
の
各
企
業
で

働
く
労
働
者
が
長
時
間
加
重

労
働
す
る
こ
と
な
く
、
充
分

な
賃
金
を
得
ら
れ
る
運
輸
業

界
に
す
る
事
が
、
解
決
に
向

け
た
最
も
近
道
と
考
え
る
。

時給１５００円を実現しよう！２２春闘勝利

を目指して三多摩春闘共闘・三多摩労連

４．５ＪＲ立川駅前宣伝行動開催

■５月１日（日）第９３回中央メーデー

１０時～／代々木公園野外小音楽堂

※規模縮小全体３千名、各支部１～２名

■５月１日（日）第９３回三多摩メーデー

１０時～／井の頭公園西園※例年同規模

■５月３日（火）憲法集会１２時半～

／有明防災公園（有明駅、国際展示場駅）

※人数制限無し

■５月６日（金）平和行進１３時～

／東京夢の島公園 第五福竜丸展示館前

■５月７日（土）平和行進９時～

／港区立芝公園（芝公園駅）

組合掲示板


